
シーニックバイウエイ （事例）
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資料http://www.scenicbyway.jp/index.htmlほか

　シーニックバイウェイとは、「みち」をきっかけに地域住民の方々と行政とが連携し、景
観をはじめとした地域資源の保全・改善の取組を進めることにより、美しい景観づくり、魅
力ある観光空間づくり、活力
ある地域づくりを図るもので
ある。
　

自然環境と共生し、地域産業と連携した観光産業の振興

【東オホーツクシーニックバイウエイ】

　なお、平成17年には「シー
ニックバイウェイ北海道」が
本格的に施行、「東オホーツ
クシーニックバイウエイ」もそ
の指定を受けたことにより、
沿道の植栽や清掃活動、コ
ンサートやバスツアーの開催、
地域の魅力やイベント情報
の提供などが行われている。



道路による移動の高速化
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　札幌や旭川などとの移動時間は、高速道など
により20％以上の短縮化が図られている。
　一方で管内の道路実延長距離は8,046kmと
なっているが、根室や羅臼、近隣の帯広などと
の時間距離はあまり短縮化が進んでいない。

資料）北海道の道路ポケットブック2004（北海道開発局）等により作成
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住みたくなる地域・生活環境の充実
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道路の定時性確保
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　釧路・根室地域の渋滞状況をみると、国道38号及び釧
路市内で顕著となっている。
　なお、交通渋滞による損失時間をみると釧路市で地域
の約５割を占めており、隣接した釧路町と合わせると約７
割近くが釧路都市圏に集中している。

資料）釧路開発建設部

住みたくなる地域・生活環境の充実



豊かな自然を享受できる地域づくり

地域への愛着と住み続けたい理由

24
住みたくなる地域・生活環境の充実

資料）まちの採点簿調査結果報告書（釧路市）

【釧路市に住み続けたい理由・複数回答】 【釧路市の自慢できるところ（上位のみ）・複数回答】

　釧路市が実施した調査によると、これからも住み続けたい（「ずっと」+「できれば」）と考え
る市民は82.4％で、その理由としては「自然環境」が38.7％と、「住宅事情」に次いで高い。
　また、自慢できるところでは、「自然環境」が68.0％で他を抜きんでた結果となっている。
　これらから、自然環境がこの地域の大きな魅力であることが裏付けられることから、今後も
こうした魅力を損なうことなく活かし、将来的にもこのような調査で都度チェックしていくことな
ども考えられる。
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釧路湿原自然再生協議会（事例）
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　釧路湿原はわが国最初のラムサール条約登録湿地であり、タンチョウやキタサンショウ
ウオをはじめとする多様な野生生物の貴重なすみかとなっているが、近年、流域の経済活
動の拡大に伴い湿原面積が著しく減少し、湿原植生もヨシ-スゲ群落からハンノキ林に急
激に変化している。

資料）http://www.kushiro-wetland.jp/など

住みたくなる地域・生活環境の充実

　このため、関係
省庁や自治体、地
元NPOなどで構成
する「釧路湿原自
然再生協議会」が
設立され、湿原を
次の世代へ継承
するため、さまざ
まな取り組みが進
められている。

【これからの湿原のイメージ】



災害などへの対応状況①

耐震強化岸壁がもたらす「安心・安全」
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　釧路・根室地域で、耐震化岸壁の
整備が実施済みなのは、根室港（根
室港区）で、対象背後圏人口約32
千人のうちおよそ２千人と想定され
ている被災人口に寄与している。
　このほか、計画では、釧路港（背後
圏人口約200千人）、霧多布港（同
約2.4千人）、羅臼漁港（同約2.2千
人）で予定されている。
　これらは防災、減災のほか、航路
維持や道路被災時の陸の孤島化対
策にも寄与している。

資料）釧路開発建設部

住みたくなる地域・生活環境の充実

【耐震強化岸壁などの整備状況】



災害などへの対応状況②
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住みたくなる地域・生活環境の充実

ハザードマップ整備状況
　釧路・根室地域
において、ハザード
マップを整備してい
る市町村は、６市
町で、「津波」が３
市町、「火山」が２
市町（重複を含む）、
「洪水」が２町となっ
ている。
　今後もこれら整備
が急務だが、市町
村単位でなくより広
域的な対応が必要
である。

資料）釧路支庁及び根室支庁資料等により作成

【管内市町村のハザードマップ作成状況】
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